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製品安全協会

 

 

新年のご挨拶 

  

財団法人製品安全協会 
                                           理事長  大津 幸男 

 
  あけましておめでとうございます。 
  ２０１２年の年頭にあたり、ここに謹んで皆様のご健康とご多幸を祈念いたしますとともに、

旧年中当協会に寄せられましたご支援、ご協力とご厚情に対しまして厚く御礼申し上げます。 
 
 当協会は、１９７３年に「消費生活用製品安全法」に基づき特別認可法人として設立され、

２０００年１２月に財団法人となりましたが、その間一貫してＳＧマーク制度の運営等を通じ、

消費生活用製品の安全性を示す重要な目安となるＳＧマークの普及に努め着実に発展してまい

りました。 
  ＳＧマーク制度は、消費生活用製品の安全性を確保するとともに、万一製品の欠陥により人

身事故が生じた場合には、迅速・公平に被害者の救済を図ろうとするものですが、他の多くの

安全規制のように強制を伴うものではなく、関係者各位の自主的な活動として推進される制度

でございます。ＳＧマーク制度が着実に発展しておりますことは、関係者の皆様の製品の安全

性確保に対するご熱意とご協力の賜と深く感謝申し上げる次第でございます。 
さて、２０１１年は世界を揺るがす事件が続きました。年明け早々にはチュニジアに端を発

した民主化の動きは中近東周辺国に波及しました。想像を絶する東日本大震災、ギリシャの財

政問題の深刻化から動揺が続くユーロ経済圏問題、日本の企業進出も多いタイの洪水などいず

れの問題も解決の見通しが立っていません。 世界の経済環境が厳しさを増す中で、従来以上に

節約志向、エコ志向、健康志向に関心が高まっています。 
当協会といたしましてもＳＧマークに係わる多くの品目の基準作成について検討を行うとと

もに見直しを実施し、関係各位に対し消費生活用製品の安全確保についてなお一層のご努力を

お願いしたところであります。 
なお、当協会は政府の公益法人改革の一環として、本年４月１日に特例民法法人から一般財

団法人へ移行することとしております。 
 今年も、役職員一丸となって関係者の皆様のご支援、ご協力を賜りながら、消費者の安全・

安心を常に念頭に置き、認定基準の制定・改正や、製品安全認証、ＰＬ相談業務等を通じ、消

費生活用製品の安全性の確保と事故防止をより一層推進し、ＳＧマークを社会的信頼性の高い

ものとすべく業務に邁進してまいります。 引き続き関係者の皆様のより一層のご支援、ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。 
 

  
 



 

重要なお知らせ 

登録工場の維持について1月11日更新 

  

当協会では、２０１０年１１月に日本国内の各登録事業者様に「登録の継続」に関する調査

を行い、調査結果「登録の継続」を希望された登録事業者様には２次調査を行いましたが、表

１：国内２次調査未回答者一覧に掲げられた各事業者様は期限内（２０１１年７月末日）まで

に回答がいただけませんでした。 
 一方、２０１１年１０月には日本国外の各登録事業者様に「登録の継続」に関する調査を行

いましたが、表２：海外１次調査未回答者一覧に掲げられた各事業者様は期限内（２０１１年

１２月末日）までに回答がいただけませんでした。 
(表 1,2 は当協会ホームページhttp://www.sg-mark.org/OSIRASE/torokukojo120111.pdfにあ

ります。) 

大変お手数とは存じますが、次表の各事業者様又は各事業者様から事業の承継を受けた事業

者様若しくは各事業者様から製品を輸入されている方は、至急当協会業務グループまでご一報

いただきますようお願い申し上げます。 
 
連絡先 財団法人製品安全協会業務グループ 
TEL03-5808-3302      +81-3-5808-3302 
FAX03-5808-3305      +81-3-5808-3305 
E-Mail operation@sg-mark.org 
 
 

自転車用幼児座席のSGマーク表示に関する手数料等について 

  

自転車用幼児座席の SG 基準の改正に伴い、ＳＧマーク表示に関する手数料等を見直し、「Ｓ

Ｇマークの表示手続き」を改正いたしました。  

こ の 「 Ｓ Ｇ マ ー ク の 表 示 手 続 き 」 改 正 版 か ら 抜 粋 し た 以 下 の 内 容 を 別 紙

(http://www.sg-mark.org/KIJUN/H0070(7-10).pdf)の通りお知らせいたしますので、ご周知頂

きたくお願いいたします。 

Ⅳ．委託検査機関名及び所在地  

Ⅴ．ＳＧマークを表示するための手数料及び払込先  

Ⅵ．型式確認及び特殊検査並びに表示（ＳＧマーク）の有効期限及び提出試料数  

Ⅶ．型式区分  

なお、その他の改正内容については「ＳＧマークの表示手続き」改正版（２０１１．１２） 

(http://www.sg-mark.org/KIJUN/H0070.pdf)をご覧ください。  

 

※ 改正した箇所はアンダーラインで示しています。  

 

【本件に関するお問い合わせ】  

財団法人製品安全協会  

〒１１０－００１２ 東京都台東区竜泉２－２０－２ ミサワホームズ三ノ輪  

業務グループ 中村、菅  

電話： ０３－５８０８－３３０２  

ＦＡＸ：０３－５８０８－３３０５  

E-Mail operation@sg-mark.org 

  
 

http://www.sg-mark.org/OSIRASE/torokukojo120111.pdf
http://www.sg-mark.org/KIJUN/H0070(7-10).pdf
http://www.sg-mark.org/KIJUN/H0070.pdf


 

棒状つえの業務委託検査機関として「一般財団法人ボーケン品質評価機構」 

が追加されました。 

  

棒状つえの認定基準及び基準確認方法（CPSA 0073）の型式確認（更新）試験及びロット認

定を行う業務委託検査機関として、新たに「一般財団法人ボーケン品質評価機構」と業務委託

契約を行いました。 

このため、棒状つえにつきましては、従来の検査機関として一般財団法人日本文化用品安全

試験所と併せて２つの業務委託検査機関で試験が可能となります。 

手数料等については、当協会のホームページで公表しており、申請事業者様の希望により、

試験所を選択することができることとなりましたので、お知らせいたします。 

 

※棒状つえに関するボーケン品質評価機構の連絡先 

℡06-6762-5492 FAX06-6762-5894 担当：生活用品試験センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務グループ 黒川 

〒110-0012 東京都台東区竜泉 2-20-2 

TEL：03-5808-3302 / FAX：03-5808-3305 

Mail h-kurokawa@sg-mark.org 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

mailto:h-kurokawa@sg-mark.org


 

ＷＴＯ／ＴＢＴ協定に基づく作業計画の公表 

  

 （財）製品安全協会は、「貿易の技術的障害に関する協定（ＷＴＯ／ＴＢＴ協定）附属書３任

意規格の立案、制定及び適用のための適正実施規準（以下「ＣＧＰ」という。）」の受入を 1998

年 2 月に表明し、ISO Bulletin,1998.4 にて受入受理が公表されました。 

 以下は、当該ＣＧＰに基づく非政府機関による任意規格の立案及び直前に制定された規格を

含む作業計画の公表であり、公表済みの 2011 年度下半期分（適用；2011 年 10 月～2012 年 3

月）に、今回、４．項 立案中の任意規格に「（９）ショッピングカート（改正）」を追加する

ものである。 

 

                   記 

 

１．名称 

 財団法人 製品安全協会（Consumer Product Safety Association ) 

２．所在地 

 〒110-0012  東京都台東区竜泉２丁目２０番２号 ミサワホームズ三ノ輪２階 

３．担当部署 

 財団法人 製品安全協会 業務グループ 

 Tel 03-5808-3302／Fax 03-5808-3305 

 E-mail operation@sg-mark.org 

４．立案中の任意規格 

(9)ショッピングカート（改正） 

 名  称；ショッピングカートの認定基準及び基準確認方法（改正） 

     （Approval Standard and Standard Confirmation Method for Shopping Cart）（revise)  

 規格番号；ＣＰＳＡ ００１４ 

 ＩＣＳ ；９７．１８０ 

 段階  ；草案の調整段階（≒２０．２０） 

 参照国際規格 ；対応規格なし 

 規格作成決定日；２０１１年１１月１１日 

 規格検討開始日；２０１２年 ２月（予定） 

 原案に対する意見受付開始日；２０１２年１０月（予定） 

 規格制定日；２０１２年１２月（予定） 

 施行日 ；２０１３年 ２月（予定） 

 備考  ；適合性評価手続き（ＳＧマ－ク制度）の適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 



 

WTO/ TBT協定に基づく原案提示について 

  

（財）製品安全協会では、「貿易の技術的障害に関する協定（WTO/TBT 協定）」に基づく任

意規格の原案提示（意見受付公告）を以下のとおり行います。ご質問、ご意見等がある場合は、

（財）製品安全協会までご照会下さい。 
なお、当該原案提示手続きは、同時に以下の公告手続きを行っています。 

① （財）製品安全協会発行「SG ニュース 1 月号」 
② （財）日本規格協会 団体規格情報データベース（ISO/IEC 情報センター） 
③ （財）製品安全協会 ホームページ http://www.sg-mark.org 
④ 日本貿易振興会発行「ジェトロデイリー 通商弘報（2011 年 12 月 26 日）」 

1．認定基準の名称等の公告データ 
下表のとおり。 
なお、内容の詳細については、（財）製品安全協会に照会して下さい。 

2．意見提出先及び問い合わせ先 
（財）製品安全協会 業務グループ 
住所：〒110-0012 東京都台東区竜泉 2－20－2 ミサワホームズ三ノ輪 ２階 
電話：03-5808-3302 FAX：03-5808-3305 
Email：operation@sg-mark.org 
 

別   表 
項目 公告データ 

規格番号 CPSA 0045 
規格名称 乳幼児用移動防止さくの認定基準及び基準確認方法（改正） 
規格の概要及び規定

項目 
この基準は、乳幼児用移動防止さくの安全性品質及び消費者が誤

った使用をしないための必要事項を定め、一般消費者の生命又は身

体に対する被害の発生を防止することを目的としている。 

主な改正内容は、次のとおりである。 

 (1) 適用範囲を見直した。 

(2) 安全性品質を見直した。 

(3) 表示及び取扱説明書を見直した。 
意見受付開始日 ２０１１年１２月 ２６日 
意見受付終了日 ２０１２年 ２月 ２５日 
施行予定日 ２０１２年 ３月（予定） 
対応する国際規格と

の整合状況 
対応する国際規格なし 

備考 適合性評価手続き（SG マーク制度）の適用 
 

 

休業のお知らせ 

  

当協会中国連絡所及び適合性検査業務を行う寧波中盛産品検測公司の旧正月休みは1月 22～

28 日です。 

なお、この期間内であっても当協会での申請受付は可能です。 

 

 

  
 



 

2011年度SG新規登録工場一覧(12月末現在) 

  

品目名 登録日 企業名 国又は地域

家庭用の圧力なべ及び圧力がま 2011/06/22 ZHANJIANG HALLSMART ELECTRICAL APPLIANCE CO., LTD. 中国 

プラスチック浴そうふた 2011/08/12 大連愛麗思生活用品有限公司 中国 

ゆたんぽ 2011/07/05 DONGGUAN XIEBANG PLASTICSPRODUCT CO., LTD. 中国 

自転車 2011/07/07 天津愛賽克車業有限公司 中国 

ぶらさがり器具 2011/08/02 株式会社福島発條製作所 日本 

棒状つえ 2011/12/28 HOMECARE ENTERPRISE CO., LTD. 台湾 

簡易腰掛け便座 2011/04/21 天馬株式会社 日本 

バドミントンラケット 2011/06/30 海森夫(福建)複材科技有限公司 中国 

バドミントンラケット 2011/09/16 東莞今皓複合材料有限公司 中国 

バレーボール器具 2011/07/28 イノコ株式会社 日本 

ゴルフクラブ 2011/06/30 株式会社プロテックス 日本 

クッキングヒータ用調理器具 2011/04/13 Regal Ware Inc. アメリカ 

ポータブルトイレ 2011/04/21 天馬株式会社 日本 

卓球台 2011/12/06 SHANGHAI SAN EI SPORTING GOODS CO., LTD. 中国 

 
 

SG 製品事故の届出状況(2011 年 12 月分) 

  

品 目 件数 主  な  申  出  内  容 
油こし器 1 ・ こし紙を敷いた油こし器に揚げ物で使用した熱い油を移し、こし紙の

油を落とすため、紙の上部を絞ってこし網に押しつけていたところ、

こし網とともに右手が熱い油の中に落ち、やけどを負った。 
幼児用鉄棒 1 ・ ５才の男児が走って子供部屋に行き、おもちゃを棚に戻して左向きに

ターンしたところ、たたんで置いていた鉄棒の安全カバーに右前額部

をぶつけ、裂傷を負った。 
合 計 2  

件数: 被害者からSGマーク表示製品の欠陥による人身被害が生じたとして｢事故発生届｣が提出された数。 

 
 

SGニュースへの掲載記事の募集 

  

今後、「SG ニュース」への記事掲載のご希望がありましたら、内容吟味のうえ、支障のない

範囲で掲載させていただきます。ここで言う〔支障のない範囲〕とは、当協会は公益法人であ

ることから、例えば、特定企業の宣伝になるようなものではない旨を意味します。 
ご希望の方は、E-Mail: sg-news@sg-mark.orgにて、『SGニュースへの記事掲載を希望』と

ご記入のうえ、ご氏名、所属先、連絡先及び記事要旨をお書き添えいただくことにより、お申

し込みください。こちらから連絡のうえ、内容についてお打合せさせていただきたいと存じま

す。 
 

  
 

mailto:sg-news@sg-mark.org


 

SGニュースのメルマガ配信 

  

メルマガ配信をご希望の方は、E-Mail: sg-news@sg-mark.orgにて、『SGニュースのメルマ

ガ配信を希望』とご記入のうえ、ご氏名、所属先もお書き添えいただくことにより、お申し込

みください。また、「SGニュース」のメルマガ配信停止をご希望の方は、前述の配信申込と同

じ方法で『SGニュースのメルマガ配信停止を希望』とご記入のうえ、ご連絡ください。 
なお、「SGニュース」は、当協会ホームページhttp://www.sg-mark.orgでも引き続き公開いたし

ます。 
 

*********************************************************************************************** 

消費生活用製品の安全性に関するご相談は当協会まで。 発行人 東郷 洋一 【URL】http://ｗｗｗ.sg-mark.org 

***************************************************************************************************** 
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